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N

市
域
の
西
部
、
畔
吉
地
区
で
は
、

毎
年
４
月
の
第
１
日
曜
日
に
鎮
守
で

あ
る
諏
訪
神
社
の
春
祭
り
で
、「
万

作
踊
り
」が
上
演
さ
れ
る
。「
万
作
踊

り
」は
、
県
内
全
域
に
み
ら
れ
る
代

表
的
な
民
俗
芸
能
で
あ
る
。
現
在
、

市
域
で
万
作
と
い
う
と
、
手
踊
り
と

呼
ば
れ
る
万
作
踊
り
を
指
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
、
手
踊
り

だ
ん
も
の

の
他
に
、
芝
居
、
段
物
な
ど
と
い
わ

れ
る
、演
劇
を
含
む
芸
能
で
あ
っ
た
。

市
内
で
は
、
藤
波
・
平
方
領
々
家
・

領
家
・
地
頭
方
・
菅
谷
・
陣
屋
な
ど

で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
万
作
踊
り
の

万
作
と
は
、「
豊
年
万
作
」に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

畔
吉
の
万
作
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
大
正
時
代
に
は
習
う

人
が
い
た
と
さ
れ
、
桶
川
市
川
田
谷

き
つ
ね
づ
か

の
狐
塚
の
師
匠
か
ら
習
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
畔
吉
に
は
、
芝
居
や

段
物
な
ど
の
演
劇
は
伝
え
ら
れ
ず
、

手
踊
り
だ
け
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

こ
に
昭
和
３（
１
９
２
８
）年
ご
ろ
、

ひ
つ
め

川
田
谷
の
樋
詰
か
ら
習
っ
た
源
太
踊

り
が
加
わ
り
、
昭
和
５５（
１
９
８
０
）

年
に「
畔
吉
源
太
踊
万
作
踊
保
存
会
」

を
組
織
し
て
、
地
域
に
伝
わ
る
郷
土

芸
能
を
継
承
し
て
い
る
。

万
作
踊
り
に
は「
銭
輪
踊
り（
写
真

１
）」「
下
妻
踊
り
」「
手
拭
踊
り
」

く
ど
き

「
伊
勢
音
頭
」「
口
説（
写
真
２
）」の

五
つ
の
踊
り
が
上
演
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち「
銭
輪
踊
り
」は
最
初
に
踊
る
も

さ
ん
ば
そ
う

の
と
さ
れ
、
神
楽
で
い
う
三
番
叟
に

あ
て
て「
踊
り
の
三
番
叟
」な
ど
と
表

現
さ
れ
る
。「
下
妻
踊
り
」は
、
採
り

物
を
持
た
な
い
手
振
り
だ
け
の
踊
り

で
あ
る
。
一
方
、「
手
拭
踊
り
」は
下

妻
踊
り
と
よ
く
似
た
踊
り
だ
が
、
手

拭
い
を
持
っ
て
踊
る
。「
伊
勢
音
頭
」

は
全
国
的
に
広
く
分
布
す
る
伊
勢
音

頭
の
歌
で
踊
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

四
つ
の
演
目
は
舞
台
に
一
列
に
並
ん

で
踊
る
が
、「
口
説
」は
男
役
と
女
役

に
分
か
れ
、
掛
け
合
い
の
よ
う
な
踊

り
を
４
人
２
組
で
行
う
。
ま
た
、
踊

り
手
の
他
、
歌
い
手
と
、
四
ッ
竹
・

す

が
ね

摺
り
鉦
を
鳴
ら
す
者
が
お
り
、
歌
に

合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
伴
奏
す

る
。以

前
は
諏
訪
神
社
の
春
祭
り
に
、

西
門
前
の
神
楽
を
奉
納
し
て
い
た

が
、
昭
和
５０
年
代
後
半
に
神
楽
師
が

い
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
神
楽
に
変

わ
っ
て
万
作
が
奉
納
上
演
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。畔
吉
の
万
作
踊
り
は
、

元
々
は
農
家
の
庭
先
や
、
８
月
１０
日

に
行
わ
れ
る
徳
星
寺
の
観
音
様
の
縁

日
な
ど
で
上
演
さ
れ
た
。
生
活
に
密

着
し
た
娯
楽
性
の
あ
る
総
合
的
な
民

俗
芸
能
と
し
て
、
今
日
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

はつ うま

初午とは、立春を過ぎた最初の午の日を指し、暦の
上では２月初旬にあたる。市域では、他の行事が１カ月
遅れで行われることが多く、初午も３月の最初の午の
日に初午行事が行われる事例が多い。
初午は稲荷様の祭日とされ、稲荷様に供え物をする
行事（写真３）である。全国的に稲荷信仰との結びつき

まつ

が強い行事とされるが、敷地内に稲荷様を祀る家が多
い市域では、氏神様に供え物をする行事という意識が
強い。
稲荷様への供え物は、豆腐、油揚げ、赤飯などの他
に、初午にだけ食べられるスミズカリを供える。スミ
ズカリはシミズカリとも呼ばれ、大根、大豆を主な材
料とし、油揚げを入れることもある。材料を煮てから

しょうゆや油で味付けをす
るが、大根はスミズカリ専
用の大型大根おろし具で
「大根をツク」といって、粗
くおろして使われる。
こうして作ったスミズカ

わら

リは、藁を束ねたツットコというツトに入れてお供え
をするのが一般的である。
初午行事と火事とのつながりを示す伝承もあり、ス

ミズカリを普段の日に作ると「火にタタル」といって火
事になるといわれている。初午以外で作りたいときに
は、初午の際に作ったスミズカリをタネとして残して
おき、これを増やす形で作ると良いとされる。

畔
吉
の
万
作
踊
り

〜
伝
承
さ
れ
た
農
民
の
娯
楽
芸
能
〜

写真３ 初午のお供え

コラム～初午行事とスミズカリ～

写真２ 口説

写真１ 銭輪踊り
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